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日本地質学会名誉会員候補者の募集について

募集期間：2021年12月20日（月）〜 2022年2月10日（木）
推薦できる人：日本地質学会会長・副会長，理事，専門部会長
名誉会員候補となる人：75歳以上の日本地質学会会員
そのほか候補となる条件：例えば，，，地質学への顕著な貢献／地
質学会の運営と発展への貢献／教育現場や企業などでの活動を通
じた地質学の普及と振興への貢献　など

（注）�上記「推薦できる人」以外の会員は，候補者を直接推薦す
ることはできませんが，「推薦できる人」への情報提供をす
ることができます．

（名誉会員推薦委員会　佐々木和彦）

‼注意‼
2022年1月（128巻）より，地質学雑誌は完全電子化となり，冊子の送付はニュース誌のみ
となります．地質学雑誌は，J-STAGE上でどなたでも無料閲覧できます．

学会事務局は現在も出勤日数・人数を調整しながら部分的テレワ
ークを導入しております．営業時間は通常通り，電話対応も再開
しておりますが，事務局へのご連絡・お問い合わせはできるだけ
メールでお送りください．ご理解・ご協力のほどよろしくお願い
致します．
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2022年 1月 14日
一般社団法人日本地質学会

選挙管理委員会委員長　飛田　健二
開票立会人　上原　康裕
開票立会人　坂田健太郎

　選挙規則ならびに選挙細則に基づき，標記選挙を実施いたしました．結果は，下記のとおりとなりましたのでご報告いた
します．

１）全国区代議員の選挙実施結果
全国区代議員立候補者は選出定数を超えたため（立候補者数105名），正会員による投票を行いました．

有権者総数 3297名　
投票用紙発送数 3195通　

投票総数 844通　
有効 813票　
白票 19票　
無効 12票　
合計 844票　

２）地方支部区代議員は定数を超えなかったため，無投票当選といたしました．

３）開票結果
代議員（全国区）：定員100，選出数100
階層別充足数当選（41名）
順位	 立候補者名	 所属機関名	 所属階層（得票）
当1．	 星　博幸	 愛知教育大学	 大学（544）
当2．	 岡田　誠	 茨城大学	 大学（512）
当3．	 磯﨑　行雄	 東京大学	 大学（472）
当4．	 天野　一男	 東京大学空間情報科学研究センター	 大学（441）
当4．	 坂口　有人	 山口大学	 大学（441）
当6．	 保柳　康一	 信州大学	 大学（419）
当7．	 大友　幸子	 山形大学	 大学（418）
当8．	 西　弘嗣	 福井県立大学恐竜研究所	 大学（391）
当8．	 堀　利栄	 愛媛大学	 大学（391）
当10．	 松田　博貴	 熊本大学	 大学（374）
当11．	 竹下　徹	 北海道大学	 大学（372）
当12．	 安藤　寿男	 茨城大学	 大学（367）
当12．	 辻森　樹	 東北大学東北アジア研究センター	 大学（367）

当1．	 杉田　律子	 科学警察研究所	 官公庁等（495）
当2．	 小松原　純子	 産業技術総合研究所	 官公庁等（439）
当3．	 宮下　由香里	 産業技術総合研究所	 官公庁等（435）
当4．	 阿部　なつ江	 海洋研究開発機構	 官公庁等（407）
当5．	 平田　大二	 神奈川県立生命の星·地球博物館	 官公庁等（397）
当6．	 斎藤　眞	 産業技術総合研究所	 官公庁等（370）
当7．	 菅沼　悠介	 国立極地研究所	 官公庁等（368）
当8．	 七山　太	 ふじのくに地球環境史ミュージアム	 官公庁等（357）
当9．	 内尾　優子	 国立科学博物館	 官公庁等（347）
当10．	 川端　清司	 大阪市立自然史博物館	 官公庁等（345）
当11．	 中澤　努	 産業技術総合研究所	 官公庁等（336）
当12．	 矢部　淳	 国立科学博物館	 官公庁等（330）

当1．	 亀高　正男	 （株）ダイヤコンサルタント	 会社（370）
当2．	 向山　栄	 国際航業（株）	 会社（361）
当3．	 佐々木　和彦	 応用地質（株）	 会社（350）
当4．	 高野　修	 石油資源開発（株）	 会社（342）

2022年度代議員選挙結果報告
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当5．	 小俣　雅志	 （株）パスコ	 会社（310）
当6．	 緒方　信一	 中央開発（株）	 会社（302）
当7．	 細矢　卓志	 中央開発（株）	 会社（297）
当8．	 加藤　猛士	 川崎地質（株）	 会社（286）
当9．	 津野　洋美	 応用地質（株）	 会社（278）
当10．	 石橋　隆	 益富地学会館	 会社（267）
当11．	 松田　達生	 （株）工学気象研究所	 会社（259）
当12．	 菊川　照英	 伊藤忠石油開発（株）	 会社（256）

当1．	 大山　望	 九州大学	 大学院生（308）
当2．	 桑野　太輔	 千葉大学	 大学院生（304）
当2．	 佐久間　杏樹	 東京大学	 大学院生（304）
当4．	 下岡　和也	 愛媛大学	 大学院生（303）

※『大学』の所属階層は得票順位12位が同数のため，今回に限り２名とも“階層別充足数当選”といたしました．
※『小中高』の所属階層については，全国区代議員立候補者の該当者がいなかったため，階層別充足数当選はおりません．

階層外得票順：当選（59名）/落選（5名）
定数	 立候補者名	 所属機関名	 所属階層（得票）
当1	 矢島　道子	 東京都立大学	 大学（366）
当2	 清川　昌一	 九州大学	 大学（362）
当3	 安間　了	 徳島大学	 大学（362）
当4	 清水　以知子	 京都大学	 大学（360）
当5	 山路　敦	 京都大学	 大学（354）
当6	 山口　飛鳥	 東京大学大気海洋研究所	 大学（353）
当7	 髙嶋　礼詩	 東北大学学術資源研究公開センター	 大学（340）
当8	 狩野　彰宏	 東京大学	 大学（338）
当9	 川村　紀子	 海上保安庁海上保安大学校	 大学（336）
当10	 神谷　奈々	 京都大学	 大学（334）
当11	 佐藤　たまき	 東京学芸大学	 大学（334）
当12	 福地　里菜	 鳴門教育大学	 大学（334）
当13	 奈良　正和	 高知大学	 大学（331）
当14	 大藤　茂	 富山大学	 大学（326）
当15	 尾上　哲治	 九州大学	 大学（326）
当16	 北村　有迅	 鹿児島大学	 大学（325）
当17	 芦　寿一郎	 東京大学	 大学（318）
当18	 益田　晴恵	 大阪市立大学	 大学（317）
当19	 小宮　剛	 東京大学	 大学（316）
当20	 内野　隆之	 産業技術総合研究所	 官公庁等（314）
当21	 山田　泰広	 九州大学	 大学（300）
当22	 折橋　裕二	 弘前大学	 大学（297）
当23	 大橋　聖和	 山口大学	 大学（297）
当24	 野田　篤	 産業技術総合研究所	 官公庁等（297）
当25	 志村　俊昭	 山口大学	 大学（295）
当26	 納谷　友規	 産業技術総合研究所	 官公庁等（295）
当27	 山田　来樹	 新潟大学	 大学院生（291）
当28	 亀尾　浩司	 千葉大学	 大学（290）
当29	 後藤　和久	 東京大学	 大学（289）
当30	 原田　浩伸	 東北大学	 大学院生（282）
当31	 沢田　健	 北海道大学	 大学（279）
当32	 村山　雅史	 高知大学	 大学（278）
当33	 石川　正弘	 横浜国立大学	 大学（277）
当34	 沢田　輝	 海洋研究開発機構	 官公庁等（277）
当35	 伊規須　素子	 海洋研究開発機構	 官公庁等（273）
当36	 山口　耕生	 東邦大学	 大学（271）
当37	 河上　哲生	 京都大学	 大学（270）
当38	 大熊　祐一	 東京大学大気海洋研究所	 大学院生（269）
当39	 冨永　紘平	 つくば市役所（筑波山地域ジオパーク推進協議会）	 官公庁等（267）
当40	 中村　佳博	 産業技術総合研究所	 官公庁等（267）
当41	 濵田　洋平	 海洋研究開発機構	 官公庁等（260）
当42	 石﨑　泰男	 富山大学	 大学（255）
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当43	 武藤　潤	 東北大学	 大学（255）
当44	 野崎　達生	 海洋研究開発機構	 官公庁等（255）
当45	 青木　翔吾	 秋田大学	 大学（253）
当46	 竹内　真司	 日本大学	 大学（251）
当47	 吉田　健太	 海洋研究開発機構	 官公庁等（251）
当48	 武藤　俊	 産業技術総合研究所	 官公庁等（251）
当49	 秋澤　紀克	 東京大学大気海洋研究所	 大学（250）
当50	 藤井　正博	 応用地質（株）	 会社（249）
当51	 宇野　正起	 東北大学	 大学（243）
当52	 青木　一勝	 岡山理科大学	 大学（241）
当53	 松崎　賢史	 東京大学大気海洋研究所	 大学（241）
当54	 山本　伸次	 横浜国立大学	 大学（239）
当55	 瀬戸　大暉	 応用地質（株）	 会社（239）
当56	 石輪　健樹	 国立極地研究所	 官公庁等（236）
当57	 中野　敬太	 石油天然ガス·金属鉱物資源機構	 官公庁等（229）
当58	 内藤　一樹	 産業技術総合研究所	 官公庁等（224）
当59	 原　英俊	 産業技術総合研究所	 官公庁等（223）

	 田村　嘉之	 千葉県環境財団	 会社（221）
	 高下　裕章	 産業技術総合研究所	 官公庁等（218）
	 澤木　佑介	 東京大学	 大学（215）
	 佐藤　友彦	 東京工業大学	 大学（160）
	 髙嶋　洋	 第一工科大学	 大学（146）

代議員（地方支部区）：定員100，選出数86
※各地方支部区とも定数を超えず無投票当選です．
北海道支部区：4名　（定数4名）
1．重野　聖之	 明治コンサルタント（株）
2．佐藤　誠	 北海道札幌西高等学校
3．亀田　純	 北海道大学
4．廣瀬　亘	 北海道立総合研究機構

東北支部区：4名　（定数7名）
1．黒柳　あずみ	 東北大学学術資源研究公開センター
2．西川　治	 秋田大学鉱業博物館
3．松井　浩紀	 秋田大学
4．根本　直樹	 弘前大学

関東支部区：32名　（定数 43名）
1．澤田　大毅	 （株）地球科学総合研究所
2．棚瀬　充史	 （株）地圏総合コンサルタント
3．大坪　誠	 産業技術総合研究所
4．板宮　裕実	 科学警察研究所
5．本田　尚正	 東京農業大学
6．加藤　潔	 駒澤大学
7．米澤　正弘	 なし
8．方違　重治	 国土防災技術（株）
9．金丸　龍夫	 日本大学
10．小田原　啓	 神奈川県温泉地学研究所
11．笠間　友博	 箱根町立箱根ジオミュージアム
12．外山　浩太郎	 神奈川県温泉地学研究所
13．野崎　篤　　	 平塚市博物館
14．野々垣　進	 産業技術総合研究所
15．宇都宮　正志	 産業技術総合研究所
16．河尻　清和	 相模原市立博物館

17．佐藤　大介	 産業技術総合研究所
18．志村　侑亮	 産業技術総合研究所
19．青野　道夫	 （同）ジオプレイズ
20．伊藤　剛	 産業技術総合研究所
21．川畑　大作	 産業技術総合研究所
22．冨田　一夫	 日鉄鉱コンサルタント（株）
23．細井　淳　　	 産業技術総合研究所
24．山下　浩之	 神奈川県立生命の星·地球博物館
25．井上　卓彦	 産業技術総合研究所
26．河野　聖那	 東京大学
27．田村　糸子	 中央大学
28．土井　信寛	 千葉大学
29．羽田　裕貴	 産業技術総合研究所
30．針金　由美子	 産業技術総合研究所
31．森田　澄人	 産業技術総合研究所
32．吉田　聡	 東京大学
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４）会長・副会長立候補者への意向調査結果について
　法人の代表理事は法律により，理事会において選任することが定められています．学会の代表理事となる会長およびその
補佐役の副会長を選出するにあたり，会員の皆様の意向を伺うためにこの調査を行いました．
　意向調査の結果は以下の通りです．

有効 775票
白票 64票
無効 5票
合計 844票

会長意思表明者（得票数）
　1．岡田　誠（742）
副会長意思表明者（得票数）
　1．杉田律子（663）
　2．星　博幸（701）

中部支部区： 17名　（定数 17名）
1．豊島　剛志	 新潟大学
2．常盤　哲也	 信州大学
3．道林　克禎	 名古屋大学
4．片岡　香子	 新潟大学災害·復興科学研究所
5．纐纈　佑衣	 名古屋大学
6．長谷川　卓	 金沢大学
7．林　誠司	 名古屋大学
8．藤田　将人	 富山市科学博物館
9．安江　健一	 富山大学

10．山田　昌樹	 信州大学
11．大谷　具幸	 岐阜大学
12．長谷部　徳子	 金沢大学
13．森　宏	 信州大学
14．竹内　誠	 名古屋大学
15．平内　健一	 静岡大学
16．福地　龍郎	 山梨大学
17．山本　博文	 福井大学

近畿支部区： 11名　（定数 11名）
1．大串　健一	 神戸大学
2．田中　里志	 京都教育大学
3．三田村　宗樹	 大阪市立大学
4．和田　穣隆	 奈良教育大学
5．里口　保文	 滋賀県立琵琶湖博物館
6．栗原　行人	 三重大学

7．窪田　安打	 応用地質（株）
8．谷　保孝	 大阪工業大学
9．小泉　奈緒子	 和歌山県立自然博物館
10．松原　典孝	 兵庫県立大学
11．川勝　和哉	 兵庫県立姫路東高等学校

四国支部区： 4名　（定数 4名）
1．齊藤　哲	 愛媛大学
2．青矢　睦月	 徳島大学
3．藤内　智士	 高知大学
4．寺林　優	 香川大学

西日本支部区： 14名　（定数 14名）
1．亀井　淳志	 島根大学
2．池上　直樹	 御船町恐竜博物館
3．上野　勝美	 福岡大学
4．太田　泰弘	 北九州市立自然史·歴史博物館
5．木村　光佑	 呉工業高等専門学校
6．白石　史人	 広島大学
7．菅森　義晃	 鳥取大学

8．隅田　祥光	 長崎大学
9．辻　 智大	 山口大学
10．向吉　秀樹	 島根大学
11．山本　啓司	 鹿児島大学
12．太田　努	 岡山大学惑星物質研究所
13．小松　俊文	 熊本大学
14．礼満　ハフィーズ	 鹿児島大学
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会員名簿の発行中止のお知らせ

　これまで2年に一度紙媒体の会員名簿を発行してまいりましたが，昨今の個人情報保護の観点
や関連諸団体の名簿発行状況等も鑑み，今後は紙媒体の会員名簿の発行は行わないことが昨年12
月11日の理事会において決議されました．
　今後は，現在導入準備中のクラウド型会員管理システムを利用し，会員個人がWEB上で必要
な会員情報を検索・確認していただけるよう対応を検討中です．また，これまで会員名簿に掲載
されていた，名簿以外の情報（学会規則類，関連学協会，賛助会員等の情報など）はそのほとん
どが学会HP上でご確認いただけます．
　これまでの名簿機能（サービス）をそこなわないよう，順次対応を進めてまいります．ご理解
のほど何卒よろしくお願い申し上げます．

2022年1月
日本地質学会総務委員会

地質学雑誌オンデマンド印刷版年間購読受付のお知らせ

　地質学雑誌は，2021年（127巻）12月号をもって冊子体の発行を終了し，2022年（128巻）より完全電子化されました．掲
載論文はJ-STAGE上でどなたでも無料で閲覧していただけます．ただし，WEB上での論文閲覧が難しい方への対応として，
当⾯地質学雑誌オンデマンド印刷版を作成し，年間購読のお申込を受け付けます．詳細は下記の通りです．

内容：�本⽂フルカラー 100-150ページ程度の簡易冊子を作成し，年3-4回程度送付の予定です．従来の地質学雑誌とは用紙，
印刷，製本方法は異なります．

年間購読料：�12,000円（送料込）※学会年会費とは別のご請求となります．
対象：�日本地質学会会員（個人）に限る．非会員および賛助会員を含む団体からのご購読はお受けできません．WEB上で

の論文閲覧が難しい方への対応ですので，何卒ご了承ください．
申込方法：�ご希望の方は，会員氏名，送付先，請求等の特記事項（あれば）を明記して，学会事務局までお申し出くださ

い．お申し込みいただきました方に対して，4月以降に請求書を発行いたします．
受付締切：※2022年3月15日（火）

（注意）
※冊子作成作業の都合により，締切以降のご注文はお受けできません．
※�単年の年間購読のご注文となります．2023年（129巻）以降もオンデマンド印刷版が発行される場合は，ご注文は都度受

付いたします．
注文先：�学会事務局　メール：main@geosociety.jp，FAX：03-5823-1156

第12回惑星地球フォトコンテスト：スマホ賞「断層を塞ぐ人工の防風堤」

写真：岩田晃一（長崎県）
撮影場所：長崎県　五島市奈留町野首
撮影者より：五島市奈留町の北側に野首（ノコビ）と呼ばれる地区があります．五島列島の島々が分かれるきっかけとなっ
た断層がありますが，その場所に，トンネル工事で出た土砂を積み上げた防風提を築いています．断層の影響を受けたこの
地形は，冬は北西の風と荒波がたいへん強く，住民を悩ませていました．人工の防風提はこの地区の住民に安らぎを与えて
います．この付近では，黒曜石も見つかっています．
地質的背景：五島列島の土台である大きな5つの島は，大規模な正断層で分かれています．本層は奈留島北部の断層が見られ
る場所です．断層部分は地形がくびれており，強い風の通り道となっていました．トンネル作成時のズリをこの凹みにして海
岸線の凹みに壁を作っている場所です．ここでは黒曜石の貫入が五島層群の砂岩中にみられるなど，地質学的にも重要な場所
です．日本ジオパークを目指す役場の方が，ジオサイト調査時に透き通る海と露頭そして防風堤をいい角度から撮影した，美
しいバランスの作品です．（清川昌一：九州大学）

表紙紹介
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はその理由），招待講演案，過去開催実績，想定発表（演
題）数，特集号計画の有無などを示していただきます．提
案されたセッションは執行理事会学術研究部会を中心とす
る選考員によってレビューされ，提案内容や過去実績など
を参考に選考されます．選考では地質学雑誌またはIsland 
Arc誌への特集号計画の有無も重視されます．類似するセ
ッションが複数提案された場合は，学術研究部会がセッシ
ョン統合を勧める可能性があります（その場合，招待講演
は残りますが世話人は3名に調整していただきます）．なお，
口頭発表の演題登録数が5件に達しなかったセッションは後
述のジェネラルセッションに統合します（その場合でも招
待講演は残ります）．

ジェネラルセッション（General Session）
　従来のレギュラーセッションの枠組みを発展的に解消し，
新たに一つのジェネラルセッションを設定します．本セッ
ションはどのトピックセッションにも適合しない研究や多
くの分野（disciplines）にまたがる研究などの発表の場に
なります．トピックセッションが上位，ジェネラルセッシ
ョンが下位という関係ではありませんのでご注意ください．
本セッションへの演題登録者には，関連する分野（例えば
○○地質，△△地質など，専門部会名に類する分野を10程
度想定）を3つ程度選んでいただき，関連性の順位を記入し
ていただく予定です（任意）．行事委員会がその順位を考慮
して演題をグルーピングし，最大10程度のサブセッション
にまとめて配列する予定です．本セッションの世話人は行
事委員を基本としますが，口頭発表の演題登録数が5件に達
しなかった（そのためジェネラルセッションに統合された）
トピックセッションの提案者も世話人になっていただくこ
とがあります．なお，本セッションでは招待講演の募集は
ありません．

　学術大会セッションの魅力を高めることは，日本の地質
学ならびに本会学術大会を活性化させるとともに，さまざ
まな世代の会員数維持（願わくば増加）や大会参加者増に
もつながると考えられます．そのためには，マンネリ化，
発表者・参加者の固定化，不活発などが複数のセッション
に指摘されている現状を打破し，セッション企画に関わる
会員や専門部会が毎年適度な緊張感を持ってセッションの
魅力向上を意識する仕組みを構築する必要があります．こ
れは専門部会や支部の活性化にも貢献すると考えられます．
　若手会員増やダイバーシティ確保を目指すための策とし
て，年会費改定をはじめとするいくつかの大幅変更が検討
されています．また，今回の代議員選挙には多くの院生・
ポスドク等の若手会員が立候補し，本会に大きな変化が起
こりつつある気配を感じます．地質学ならびに本会学術大
会を活性化させるためにセッションを変革する時機が到来
していると私は考えます．
　研究発表の場になるのはトピックセッションとジェネラ
ルセッションです．アウトリーチセッションは従来通り，
一般市民向けのアウトリーチ活動を行う場で研究発表セッ
ションではありませんのでご注意ください．以下ではトピ
ックセッションとジェネラルセッションについて概要を説
明します．会員の皆様は魅力あるトピックセッションをぜ
ひ積極的にご提案ください．なお，セッション説明会を2月
にオンラインで開催します．日時は学会ウェブサイト，メ
ルマガ，SNS等で連絡します．

トピックセッション（Topical Session）
　会員提案型セッションです．提案者（＝世話人）は最大3
名とし，研究キャリアや所属階層，ジェンダー，国籍など
のダイバーシティを意識した提案者構成を強く勧めます．
セッション提案書には，専門部会・委員会・支部・LOC等
の提案母体の有無，他学会等の共催希望の有無（有の場合

【重要】学術大会セッションの変更について

日本地質学会行事委員長　星　博幸

本年９月開催予定の東京·早稲田大会から，セッションを「トピックセッション」，「ジェネラルセッ
ション」，「アウトリーチセッション」の３カテゴリに変更します．従来のレギュラーセッションは発
展的に解消します．
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英），メールアドレス
４）�趣旨・概要（400～600字程度）
５）�過去のセッション開催有無，有の場合は直近大会時の

口頭発表数
６）�招待講演の有無
　　有の場合
　　�6-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），会

員/非会員の別
　　�6-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）
　　�6-3）招待講演者の選定理由（100～200字）
　　�6-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに関

連した代表的な論文・著書等
７）�専門部会・委員会・支部・大会実行委員会（LOC）等

の提案母体の有無（事前に母体の承諾を得てください）
８）�他学協会等との共催希望の有無，有の場合は名称と共

催希望理由（事前に共催承諾を得てください） ※共催
学協会会員は地質学会会員と同じ参加登録費で大会に
参加できます．ただし当該セッションでのみ発表可．

９）�想定される，または直接呼びかける予定の口頭発表の
数

10）�地質学雑誌またはIsland Arc誌への特集号計画の有無
（特集号計画を強く勧めます）

11）�その他（英語使用等）

４．採択前後の注意点
　類似するセッションが複数提案された場合は，執行理事
会学術研究部会がセッション統合を勧めることがあります．
その場合，招待講演は残りますが世話人は3名に調整してい
ただきます．採択されたトピックセッションはニュース誌4
月号または5月号（4月末または5月末発行予定）で公表し，
発表募集を行います．演題登録（発表申込と要旨投稿）締
切は7月初旬を予定しています．なお，口頭発表の演題登録
数が5件に達しなかったセッションはジェネラルセッション
に統合し（その場合，招待講演もジェネラルセッションに
なります），代表世話人にはジェネラルセッションの世話人
の一人になっていただくことがあります．

５．世話人が行う作業（7月初旬～中旬）
　代表世話人には，講演要旨校閲や講演順番決定などの作
業を7月中旬までに行っていただきます（詳細は採択後にお
知らせします）．その期間，代表世話人は電子メールで添付
ファイルを送受信できるようにして下さい．野外調査や乗
船等で通信が制限される場合は，共同世話人（代理）にあ
らかじめ作業を依頼し，その旨を行事委員会に必ず報告し
てください．

　ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）
までお気軽にお問い合わせください．

　第129年（2022年）学術大会を本年9月4日（日）～6日
（火）に早稲田大学で開催する予定です．前述の記事（【重
要】学術大会セッションの変更について）でお伝えしたよ
うに，今大会からセッションは「トピックセッション（会
員提案型）」，「ジェネラルセッション」，「アウトリーチセッ
ション」の3カテゴリになります．ここではトピックセッシ
ョン提案を下記の要領で募集します．

１．トピックセッション概要
　広く地質学に関係し，これから新分野になる可能性を秘
めたセッション，多くの注目を集めると期待できるセッシ
ョン，伝統的だが多くの会員に関係するセッションの提案
を募集します．魅力あるセッションを積極的にご提案くだ
さい．形式は口頭発表およびポスター発表とし，口頭発表
は15分間で進行も15分刻みです．セッション世話人は最大3
名とし，研究キャリアや所属階層，ジェンダー，国籍など
のダイバーシティを意識した世話人構成を強く勧めます．
締切後，執行理事会学術研究部会が中心になって提案内容
を慎重に検討の上，選考します．なお，選考では地質学雑
誌またはIsland Arc誌での特集号計画の有無も重視されま
す．

２．招待講演
１）�招待講演は１セッションにつき最大2名とし，会員・非

会員を問いません．世話人が「自分を招待する」こと
は認めません．

２）�発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30
分のいずれかを選択できます．なお，１人の発表者

（招待講演者を含む）が１つのセッションで口頭発表で
きるのは１件です．

３）�招待講演者の選定理由とその裏付けとなる情報（セッ
ションテーマに関連した代表的な論文・著書等）が必
要です．

４）�非会員の招待講演者は大会参加登録費，発表負担金と
も無料です．会員の場合は大会参加登録費がかかりま
すが，招待講演は発表負担金の対象にはなりません．
なお，大会参加登録費と発表負担金は改定が検討され
ており，詳細については大会予告記事（ニュース誌4月
号予定）でお知らせします．

３．提案方法
　提案する会員は，次の項目1～11の内容を日本地質学会行
事委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mailでお送りくださ
い．
１）�代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名（和・

英），所属（和・英），メールアドレス，緊急時の電話
番号

２）�セッションタイトル（和・英）
３）�共同世話人（最大2名）の氏名（和・英），所属（和・

トピックセッション提案募集　締切：2022年3月10日（木）

日本地質学会行事委員会

2022年学術大会（東京・早稲田）
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C A L E N DAR
2022.2～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2022年
■2 月　February
第35回地質調査総合センター シンポ
ジウム ：ゼロエミッション社会実現
に向けたＣＣＳにおける産総研の取
り組み
2月10日（木）13：00～17：15
会場：オンライン開催
参加費無料，事前登録制
https ://www.gs j . jp/researches/gs j -
symposium/sympo35/index.html

（後）第36回地質調査総合センターシ
ンポジウム：3次元で解き明かす東京
都区部の地下地質
2月25日（金）13:00–16:55
開催形態：オンライン形式
参加費無料、事前登録制
https ://www.gs j . jp/researches/gs j -
symposium/index.html

防災科学技術研究所令和3年度成果発
表会
来るべき国難級災害に備えて2022　国難にし
ないために：モノで守り，行動を変える
2月28日（月）13:00-17:00
会場：東京国際フォーラム（会場参加/オン
ライン配信）
参加無料，会場参加は要事前申込（2/14締切）
https://www.bosai.go.jp/info/event/2021/
seika/index.html

■3 月　March
第27回日本災害医学会総会・学術集
会 
3月3日（木）-5日（土） 

会場：広島国際会議場・広島市文化交流会館
ほか
テーマ：災害医療のパラダイムシフトー何を
攻め・守り・育てるのかー 
https://site2.convention.co.jp/27jadm/

★第2回JABEEオンラインシンポジ
ウム『昔と違う イマドキのフィール
ド教育』
3月6日（日）14時開会予定（約4時間）
開催形態：Zoomによるオンラインシンポジ
ウム
参加費無料
http : //www.geosoc i e ty . j p/sc i ence/
content0141.html

第56回日本水環境学会年会（2021年
度）
3月16日（水）～18日（金）
オンライン開催
https://www.jswe.or.jp/index.html

■6 月　June
地質学史懇話会
※オンラインとハイブリッド
6月18日（土）13:30～16:30 
場所：早稲田奉仕園（東京メトロ東西線早稲
田駅下車徒歩5分）
講演者；中川智視，五味　篤
問い合わせ：矢島道子 pxi02070@nifty.com

■7 月　July
（後）第59回アイソトープ・放射線研
究発表会
7月6日（水）～8日（金）
会場：東京大学農学部弥生講堂ほか （東京都
文京区弥生1-1-1）
演題登録締切：2月28日17時
https ://conf i t . a t las . jp/guide/event/
jrias2022/top

（共）岩石―水相互作用国際会議
（WRI-17）
7月30日（土）〜 8月4日（木）
会場：仙台市
https://www.wri17.com/

■8 月　August
（後）科学教育研究協議会第68回全国
研究大会（岡山大会）
8月10日（水）～12日（金）
会場　岡山理科大学　岡山キャンパス
https://kakyokyo.org/

（後）第９回国際地学教育会議
8月21日（日）～25日（木）
場所：くにびきメッセ（島根県コンベンショ
ンセンター）
https://ja.geoscied9.org/

■9 月　September
★ 日 本 地 質 学 会 第129年 学 術 大 会

（2022東京・早稲田大会）
9月4日（日）～6日（火）
会場：早稲田大学　早稲田キャンパス（東京
都新宿区西早稲田）
※関連行事「地質情報展2022とうきょう」は
同会場で9/3-9/5開催予定です．

国 際 ゴ ン ド ワ ナ 研 究 連 合（IAGR）
2022年総会及び第19回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
9月23日～25日（シンポジウム）
9月26日～27日（峨眉山巨大火山区野外巡検）
場所：中国四川省成都工科大学
https://www.data-box.jp/pdir/4aa617ecc008
45c284f085edba48eec5

■11月　November
日本火山学会2022年度・秋季大会
11月3日（木）～6日（日）
会場：三島市民文化会館・三島市民市生涯学
習センター（状況により開催方法・内容が変
更になる可能性があります）
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.
html

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．

10_カレン�ー.indd   1010_カレン�ー.indd   10 2022/01/26   13:452022/01/26   13:45













16 日本地質学会News　25（１）

両方の比を見て判断した方がよい．
　以上のように，日本各地の河川と海岸における礫形計測
デジタルデータの集積によって，石渡ほか（2019）の「海
岸礫は河川礫より円くて扁平である」という命題は更に確
実度が増したと言える．段丘礫層が河成か海成か判断する
上で，礫形のデジタル計測による数値データは，計測が容
易で再現性・客観性が高い根拠資料になると考えられる．
ただし，河川礫と海岸礫の礫形データの境界値は地域によ
って若干異なり，この差の一部は測定機器や画像処理の習
熟度の違いなどによる可能性もあるが，上述のように各地
域の地形の違い（平野か山地か）を反映しているように見
える．また，河川と海岸でa/c比の差が認められない地域が
１つあるが（能登半島西岸:ただし礫の真円度には河川と海
岸で顕著な違いがある），これも山地が海に迫り岩石海岸が
続く等の地形条件によるものと思われる．様々な地形・地
質条件の地域で更なるデータの集積が望まれる．事業者が
礫形計測を進める中で，それまで断層の「止め」に用いて
いた露頭の上載層を「礫の円磨が進んでいない」として海
成から河成に変更し，この露頭を断層評価の根拠から外し
た例もあり（北陸電力(2019)と（2021; p. 382, 388）を比較：
ただし，この露頭の礫形データは示されていない），礫形計
測は原子力施設の安全審査の科学的確実化に役立ったと言
える．その一方で，石渡ほか（2019）は礫形状の違いを生
じる原因として礫の移動プロセスの差異（河川では一方向
の水流による転動，海岸では反復する波浪による滑動）を
示唆し，日本原燃（2019: p. 121）は文献調査と実際の礫移
動の観察によりこの考えを支持したが，今後理論・実験両
面で更に検証する必要があろう．
　拙稿を読んでご意見をいただいた池田保夫会員と原子力
規制庁の内藤浩行・大橋守人両氏に感謝する．

　石渡ほか（2019）は文献調査と実際の礫のデジタル画像
の計測によって河川礫と海岸礫では形が明瞭に異なること
を数値で示した．原子力発電所の敷地や敷地周辺の調査で
は，断層の活動性評価において，断層の上載層（多くは段
丘堆積物）が河成か海成か判断する必要が生じることがあ
り，いくつかの原子力事業者が石渡ほか（2019）の方法に
よる礫形計測を実施した．石渡ほか（2019）では，段丘礫
を計測する前に，まず敷地周辺の現世の河川と海岸で礫を
計測し，違いが数値に表れることの確認を求めている．こ
れにより，日本各地の現世の河川と海岸における同一のデ
ジタル計測法による礫形データが集積してきたので，2021
年末時点での各原子力事業者の結果を簡単にまとめて報告
する（表1）．
　礫の長径，中径，短径をa, b, cとすると，石渡ほか（2019)
が注目したのはab面の形の真円度circularity（4π面積／

（周囲長）2：円いほど1に近づく）と楕円近似の短径長径比
（c/a：扁平や棒状になるほど0に近づく）である．真円度は
中山（1965）の円形度（円磨度）よりもかなり高い値にな
り，全部の角が尖っていてもゼロにはならない．石渡ほか

（2019）は相模川と大磯海岸の礫を計測し，真円度は河川礫
が<0.78，海岸礫が>0.78で海岸の方が円く，短径長径比は
河川礫が>0.48，海岸礫が<0.48で海岸礫の方が扁平である
ことを報告した．この傾向はどの地域でも同様であり，現
世の河川礫と海岸礫の真円度の境界値は下北半島南部六ヶ
所村付近で0.80（日本原燃, 2019），御前崎付近で0.82（中部
電力, 2021），能登半島西岸で0.77（北陸電力, 2021）程度で
あり，短径長径比の境界値は下北半島で0.42，御前崎付近
で0.40程度であるが，能登半島では河川礫と海岸礫で短径
長径比には差がなかった．また，積丹半島の泊地域では，
現世ではなく段丘の堆積物について，従来から礫形図法な
どによって河成礫・海成礫と判断していたものの真円度の
境界値は0.79程度との報告がある（北海道電力, 2020）．
　まとめると，どの地域でも海岸礫は河川礫より真円度が
高く，両者の境界値は地域によって若干異なるが，0.77と
0.82の間に入る．また，海岸礫は河川礫より扁平（c/aが小）
であり，両者の境界値は地域によって異なるが，0.40と0.48
の間に入る．そして下北半島南部や御前崎付近のような平
野や低い丘陵地では真円度の境界値は高く（0.80-0.82），短
径長径比の境界値は低い（0.40-0.42）傾向があり，能登半
島や積丹半島のように山地が海に迫り岩石海岸が続くよう
な地域では真円度の境界値が低く（0.77-0.79：つまり河川
でも海岸でも礫があまり円磨されていない），短径長径比で
は河川礫と海岸礫の間にあまり差が見られないという傾向
があるように見える．
　なお，御前崎地域（中部電力, 2021）ではc/a比よりもc/
b比の方が河川礫と海岸礫の差が顕著に出るが，湘南地域

（平塚市博物館地層観察会, 1986）ではc/a比の方がc/b比よ
りも差が顕著であり，どちらの比がより判別に有用か，優
劣は決め難い．c/a比では扁平な形と棒状の形の区別がつか
ないのに対し，c/b比では扁平と棒状の違いが出るので，

正会員　石渡　明（原子力規制委員会）

河川と海岸のデジタル礫形計測：その後の進展

計測法 地域・文献 場所 真円度(ab面) c/a c/b c/ ab

ア
ナ
ロ
グ

日本各地
中山1965

河
海

<0.60 円形度
>0.60 　〃

>0.60
<0.60

湘南　平塚市
博物館1986

河
海

>0.39
<0.39

>0.54
<0.61

>0.46
<0.49

デ
ジ
タ
ル

相模川と大磯
石渡ほか2019

河
海

<0.78
>0.78

>0.48
<0.48

下北半島南部
六ヶ所村付近
日本原燃2019

河
河口
海

<0.81
>0.79
>0.79

>0.45
>0.51
<0.39

御前崎付近
中部電力2021

河
海

<0.81
>0.83

>0.43
<0.36

>0.67
<0.43

>0.53
<0.43

能登半島西岸
北陸電力2021

河
海

<0.77
>0.77

どちらも
0.41-0.53

積丹半島泊 北
海道電力2020

河成
海成

<0.78*
>0.81*

*現世の河川や海岸ではなく，
段丘の礫を計測

表1　�現世の河川と海岸における礫形計測データのまとめ．アナロ
グ 法 のabcは 礫 の 外 接 直 方 体 の 辺 長 を ノ ギ ス（Nonius, 
calipers）で測り，デジタル法のabcは楕円近似の軸長のドッ
トを数える．
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　新潟大学理学部理学科地質科学プログラムでは，「地質科学」
と冠するプログラムとだけあって，宇宙を除いた地球の岩石に
まつわる研究が行われています．本プログラムは研究室の専門
別に，構造地質学分野，鉱物岩石学分野，地層古生物学分野，
災害環境科学分野に区分され，その中でも今回紹介する椎野研
究室は，地層古生物学分野の研究室の一つです．椎野研究室は，
椎野勇太准教授のもとで，古生物の適応について考究する研究
室です．表向きには「進化古生物学研究室」と名乗っています
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　椎野研究室のキーワードは「形と制約」です．生物の形はそ
の生物の生き方を反映しています．例えばネコとイルカでは同
じ哺乳類なのにも関わらず，ずいぶん形が違ってみえます．こ
れはネコの四足歩行の体づくりが，重力を受けた体を支えるの
に適切な形となっている一方，水中に適応したイルカは陸上で
感じる重力の代わりに，水中での水の粘り気に対応するような
体づくりとなっているからです．このように生物の形は環境に
制約を受けて形作られており，その環境に適応的な何らかの機
能を持っています．私たちが新しいポケモンを見たときにどの

ような生態をしているのかなんとなく想像ができるのも，形と
生き方の関係性を無意識下で理解しているからだといえます．
では，古生物ではどうでしょうか．絶滅した生物を思い浮かべ
ると，現生の生物とは異なる形をしているのではないでしょう
か．古生物の持つ奇妙な形は，どのような生態的特性を持って
いるのか？その生態的特性はどのような環境に適応的なのか？

研究室紹介
新潟大学理学部理学科地質科学プログラム

進化古生物学研究室（椎野研究室）

新潟大学・自然科学研究科
修士課程1年　石㟢　美乃

院生コーナー

写 真1　 研 究 の 題 材
となる腕足動物と三
葉虫の例．
右 上：Paraspirifer 
bownockeri，左上：
Eleutherokomma 
sp.， 右 下：Isotelus 
gigas， 中 央 下：
H y p o d i c r a n o t u s 
striatulus．
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その生物の形はどのように進化し，なぜ絶滅したのか？このよ
うな問いをテーマにして，椎野研究室では研究に取り組んでい
ます．
　椎野研究室では，学生の研究テーマが一見ばらばらに見える
という特色があります．本研究室のオーナーである椎野先生は，
古生代に生息していた腕足動物を特に専門とされています．腕
足動物は，一見すると二枚貝に似た二枚の殻を持ち，殻の内側
を占める触手でエサをろ過摂食する生物です．学生のテーマと
しても，古生代から現生にいたる多様な種類の腕足動物をター
ゲットとするほか，三葉虫や放散虫，近年ではウニや生物の殻
に付着する表在生物を題材に取り入れています（写真1）．また，
その研究方法も多様です．ある種の成長様式を探ったり，種間
の比較から分類学的な再検討を行うために，3Dモデルを作成
したり，複数の形質を用いた主成分分析を用いた形態解析を行
うこともあれば，形質の機能性の評価のために，生息姿勢を再
現した模型を用いた流水実験や，流体シミュレーションを行う
こともあります．どれも，生物学的な知見や解析の手法を研究
室に配属して一から学ぶため，新潟大の地質科学プログラム内
では特異的でややハードな印象ですが，椎野先生が学生一人一
人と向き合って相談に乗ってくださるので，安心して研究に邁
進することができます．
　このような古生物学的な研究がある一方で，椎野研究室では
堆積学的な研究も推進しています．古生物の個生態を真に理解
するためには，その生物の生息環境や生息姿勢を復元すること
が必要不可欠です．そのために，地質調査および化石採集を行
い，岩相解析や生痕相解析を通して古環境を復元したり，化石
の埋没過程を明らかにする研究（タフォノミー）を行っていま
す．生息環境の復元にあたっては，ただ漫然と環境解釈の再検
討を行うのではなく，岩相をより詳細に，アナログ的に解析し，
より確からしい解釈を行うことを心がけています．可能な限り
多くの層準で岩石試料を採集し，連続的な研磨断面を作成する
ことで，露頭での観察がより困難な，古生代や中生代の古い地
層の堆積構造でも正確に観察することができます（写真2）．堆
積構造もある地層を形成する「形」といえるので，その形がど
のような原理で形成されたのか，それらの積み重なりは環境か

らどのような制約を受けて地層となったのかを考察していきま
す．また，海底に対する古生物の適応を復元する際は，堆積学
的に地層を見るだけでなく，古生物学的に化石を見るという点
からクロスチェックをしなくてはなりません．特に，生物自身
の持つ体づくりでどのように海底への適応を実現できたのかを
生物学的に検討するとともに，観察できる化石の産状から，流
体力学的にもっともな埋没過程を推察します．化石は複雑な要
素が絡み合った状態で地層に残るため，化石だけから古生物の
個生態を復元すると・・・非常にややこしい事態が発生します．
しかし，地層や流体など多数の視点を交えて論理を組むことで，
個生態をより正確にひも解くことが可能になります．この取り
組みは，地層の形成過程に強い新潟大だからこそ誕生した「新
生タフォノミー」といえるのではないでしょうか．
　では，学生のテーマの一例として，現在私が修士で取り組ん
でいる内容を少しご紹介します．腕足動物はしばしば，形が二
枚貝とよく似ていると捉えられます．それは両動物群ともに，
二枚の殻を関節で接合するというイメージが一致しているから
だと想像されます．ところが，腕足動物の中には関節がないグ
ループが存在し，関節を持たないことで実現できる特有の形や，
機能を持つことが知られています．私がターゲットとしている
腕足動物のディスキナ類は，関節を持たないグループに属し，
円盤状の殻を持つことで特徴づけられます．円盤状の殻は中心
から全方位に向かって成長するため，カサガイのような同心円
状の成長線を描きます．このような二枚貝様の完全な同心円状
の殻を持つのは，ディスキナの仲間しか知られていません．こ
のユニークな殻形態は，関節を持たないことに加え，腕足動物
ならではの軟体部の性質が実現可能にしているかもしれませ
ん．ディスキナ類はオルドビス紀から現在までの非常に長い間，
大きく形を変えずに生き延びてきました．そこで，時代ごとの
ディスキナ類の形と，推定される生息環境から適応様式を検討
することで，環境の変化に基づいて形態がどのように変化して
きたのか，進化のストーリーを探ります．そして，その殻形態
が，彼らの生存戦略にどのような強みをもたらしているのか，
同心円の秘密を解き明かすことを目指しています．
　意外なことに椎野研究室は，進化古生物学研究室であるにも
関わらず，古生物が特に好きというわけではない学生が多く所
属しています．しかし，各々が以上のような理念のもと，日々
研究と真摯に向き合っています．研究成果は古生物学会等で積
極的に発表していますので，お目にかかる機会もあるかと思い
ま す． 研 究 室 のHP（https://y-shiino.wixsite.com/shiino），
twitter（https://twitter.com/shiinoyuta）がありますので，も
し興味があればご覧ください．

常時投稿をお待ちしています．編集は，現在以下の4名で行って
います．原稿は1500～5000文字程度，図・写真3点以内を目安
に，e-mailでお送りください．
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）
a.sakuma@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 佐久間杏樹（東京大）
dkuwano@chiba-u.jp	 桑野太輔（千葉大）
90rymenjpgr@gmail.com	 時永万音（新潟大）

写真2　堆積岩の研磨断面．
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支部コーナー

☆関東支部

お知らせ

☆関東支部

お知らせ

アウトリーチ巡検
川の防災と川が作った地形を巡る

～首都圏外郭放水路見学と春日部周辺，
中川低地の地形観察～

　近年増大している河川の氾濫に備える首都圏外郭放水路の龍Ｑ
館（展示）および地下神殿見学と埼玉県春日部周辺の河川地形を
観察します．

実施日：2022年2月20日（日）10:30～16:30（予定）
対象：地学に興味のある方（地質学会会員でなくても可）
定員：20人（先着順），最少催行人数15人（達しない場合は中止です）
講師：杉内由佳氏（元・埼玉県立川の博物館） 
参加費：3,000円（地下神殿入場料，保険代，資料代等を含む．
当日現金にて集金）※学会規定のキャンセル料が発生します．参
加確定後～巡検3日前まで50％，巡検2日前以降100％になります．
ご承知おきください．

集合：北春日部駅（東武スカイツリーライン：旧東武伊勢崎線）
10：30
解散：南桜井駅（東武アーバンクライン：旧東武野田線）16：30頃
予定コース：
北春日部駅集合（徒歩）→①首都圏外郭放水路（大落古利根川
流入堤）→②河畔砂丘→③首都圏外郭放水路（第五立坑）→④
小淵の一里塚→⑤春日部公園橋（昼食）・旧粕壁宿→春日部駅

（東武アーバンクライン線：旧東武野田線）⇒南桜井駅（市民バス）
⇒⑥龍Ｑ館（展示）・地下神殿見学(予定14：00~14：55)→（徒歩）
→⑦旧河道→⑧水塚→道の駅庄和（休憩）→⑨首都圏外郭放水
路（第二立坑）→⑩実績浸水深の痕跡→南桜井駅解散

※�地下神殿は予約制で入場料1000円です．100段以上の階段の昇
り降りがあり，自力で歩行できることが条件となっています（エ
レベーター等の設備はありません）．

※�地下神殿以外の行程は（低地のため）高低差はありませんが，
水平距離で4～5㎞程度歩きます．

※�コロナ感染状況や予約の混み具合等により見学時間変更の可能
性，また天候状況や点検等により放水路の稼動時は見学中止，
その他の見学コース変更の可能性があります．

申込期間：1月23日（日）～2月13日（日）＊定員に達した時点で終了
申込み・問い合わせ：メールにて下記担当者までお申し込みくだ
さい．件名は見落とし防止のため「2月20日アウトリーチ巡検申込
み」として下さい．氏名，住所，年齢，生年月日（保険申込みに
必要なため）．携帯番号，メールアドレスをお知らせください．申
込者全員に受付結果についてのメールを返信します．
受付担当：米澤正弘
メール：my-yonezawa@y6.dion.ne.jp

（日本地質学会関東支部担当幹事：米澤正弘，田村糸子）

オンライン講演会「県の石　神奈川県」

　日本地質学会は，全国47都道府県について，その県に特徴的
に産出する，あるいは発見された岩石・鉱物・化石をそれぞれの

「県の石」として選定し，2016年5月10日（地質の日）に発表しまし
た．関東支部では関東地方にある「県の石」のさらなる理解と普
及を目的としてオンライン講演会を行います．是非ご参加ください．

主催：（一社）日本地質学会関東支部
日時：3月5日（土）13：00～16：05（入室は12：30から）
開催方法：Zoomによる同時双方向方式（講演内容の録画記録は
禁止します）
対象：会員（定員に余裕のある場合，非会員も受け付けます）
CPD：3単位
参加費：無料（要事前申込）
申込期間：2月1日（火）～24日（木）まで
申込先：日本地質学会関東支部ウェブサイトから（http://www.
geosociety.jp/outline/content0201.html）
定員：75人（先着順）

プログラム
13：00～13：05　�支部長挨拶
13：05～13：50　�『鉱物少年が発見した新鉱物「湯河原沸石」』神

奈川県立生命の星・地球博物館館長　平田大
二氏

13：50～14：05　�質疑応答・休憩
14：05～14：50　�『丹沢の谷にサンゴの化石』神奈川県立生命の

星・地球博物館外来研究員　門田真人氏
14：50～15：05　�質疑応答・休憩
15：05～15：50　�『神奈川県の岩石「トーナル岩」から読み解くダ

イナミックな島弧衝突の履歴』国立科学博物館・
地学研究部　谷健一郎氏

15：50～16：05　�質疑応答
16：00～16：05　�幹事長挨拶（終了）
※各講演の要旨PDFを関東支部ウェブサイトしています．

（http://www.geosociety.jp/outline/content0201.html）

問い合わせ先：関東支部幹事長　笠間友博
　　　　　　　kasama@mh.scn-net.ne.jp　電話0460‒83‒8140

西日本支部令和３年度総会・第172回例会

2022年3月5日（土）
オンライン開催（ZOOM）
参加費無料・要事前申込（1月31日〆切）
発表会終了後にオンライン懇親会を開催します．
http://www.geosociety.jp/outline/content0025.html
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年度分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2022 年４月〜 2023 年３月の会費額
は下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 23 日（木）でした．
　2022 年度分会費の引き落とし日は昨年の 12 月 23 日でした．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下
さい．これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チ
シツカイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　12 月 23 日の引き落としには間に合いませんが，請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2022
年 6 月にも引き落とし手続きを行う予定です）．自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご協力
をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自動払込利用申込書」（本誌巻末にも掲載しています）をお送り下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　12 月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙を発送しました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
 　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ

ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2022 年度の会費払込について

	 会員資格	 2022 年 4 月〜 2023 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2021 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2022 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員	 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請	 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請	 5,000 円
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2022年度（2022．4～2023．3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．つきましては，次年度（2022年度）の会費についての申
請受付中です．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送に限る）．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2022年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2022年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2022年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2022年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

最終締切

2022年3月31日（木）
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名誉会員唐木田芳文先生のご逝去を悼む

　日本地質学会名誉会員，西南学院大学名誉教授唐木田芳文先
生が，令和 3 年 1 月 21 日にご逝去された．謹んでご冥福を祈
りたい．本来であれば，先生の追悼文は弟子筋に当たる方が執
筆されるべきものであるが， 私の知る限り適当な方が見当たら
ない．事務局からの依頼を受け，九州大学理学部地質学科岩石
学講座の後輩として先生のお人柄とご業績を回顧して，追悼文
に代えたい．
　唐木田先生は大正13年長野県にお生まれになり，東京物理学
校物理化学部をご卒業後，昭和19年10月に九州帝国大学理学部
地質学科に入学された．
　九州帝国大学理学部地質学科が発足した当時の岩石学講座
は，杉　健一先生が初代教授を務められ，助教授に松下久道先
生（のちに初代石炭地質学講座教授），助手に種子田定勝先生

（第三代岩石学講座教授）がおられたようである．杉先生は変
成岩岩石学の大家であり，日本岩石学黎明期の偉大な学者とし
て認められる存在であった．この杉先生の影響であろう，短い
ご在任中（昭和14年から23年）に多くの岩石学者が地質学科か
ら生まれている．村上允英先生（山口大学名誉教授：20年卒），
山口　勝先生（九州大学岩石学講座第四代教授：21年卒），そ
して唐木田芳文先生（西南学院大学名誉教授：22年卒），黒田
吉益先生（信州大学名誉教授：23年卒），森山善蔵先生（大分
大学名誉教授：23年卒）と続く．これらの先生方は，戦後の岩
石学の興隆に多大なる足跡を残された．唐木田先生の同期には，
地質学会会長も務められた堆積学者，岡田博有先生（九州大学
元教授・静岡大学名誉教授）や宮崎大学長を務められた古生物
学者，遠藤　尚先生，層序学者の浦田英夫先生（九州大学名誉
教授）らがおられる．わずか13名の同期生からこれだけの学者
を輩出したことには驚かされる． 
　唐木田先生は昭和24年から37年まで13年の長きにわたって岩
石学講座の助手を務められ，37年に西南学院大学文学部に助教
授として転出され，翌年教授に昇任，退職されるまで同大学に
教授として勤務された．この間，西南学院大学学術研究所長，
学生部長，教養部長，児童教育部長などの要職を歴任されてい
る．学生部長を務めておられていた時，西南学院大学弓道部筑
後川遭難事故（昭和52年3月）があり，5名の学生が亡くなって
事後の対応に大変なご苦労をされたことがあったことを記憶し
ている．
　日本地質学会評議員や西日本支部長を務められ，福岡県文化
財保護審議会の副会長を務めるなど地域の文化振興にも尽力さ
れた．この功により平成5年に福岡県教育文化功労者表彰を受
けられている．
　唐木田先生は九州の白亜紀花崗岩や点在変成岩類ならびに黒
瀬川帯の岩石の研究を精力的に進められ，多くの研究論文を発

表された．これらの論文は九州の深成岩・変成岩の理解を格段
に促進するものであって，私自身どれほどの学恩を受けたか計
り知れない．特筆すべき業績として，徳島県阿南市の黒瀬川帯
からの藍晶石－十字石－ざくろ石―雲母片岩の発見（地雑，
1988年），間の谷変成岩からのローソン石とアルカリ角閃石の
発見（地質学論集，1989年）などがある．またあまり知られて
いないが，「北九州花崗岩の地質学的分類」（応用地質学会九州
支部会報，6号，2－12頁，1985年）は，福岡県の地質コンサル
タント業界では非常に重宝されている重要な論文である．私が
特に好きな論文は，「熊本県坪木の鼻の角閃岩―ロディンジャ
イト捕獲岩」（九大理研報，13巻2号，85-97頁，1980年）であ
る．ロジン岩は現在でこそかなり興味を持たれ，多くの研究が
なされているが，当時はほとんど注目されない岩石であった．
先生は坪木の鼻で蛇紋岩中に角閃岩の反応帯として産するロジ
ン岩を発見され，詳細に記載する先駆的な論文を発表された．
私が九大理研報の勘米良亀齢・高橋良平・山口　勝・三教授退
官記念号（1987年）に書いた「野母半島長崎変成岩中のオンフ
ァス輝石を含む反応帯」という論文（宮崎一博君と共著）では，
先生のこの論文のスタイルをそっくり真似したことを告白しな
ければならない．
　西南学院大学は文系私学の雄として，九州では有名な大学で
あるが，理学系の研究環境は必ずしも良いとは言えない．その
ような環境にあって，先生が素晴らしい業績を残されたことは
真に尊敬に値する．多くの研究者は条件の悪い場所に移ると研
究意欲を失ってしまう．先生がそうならなかったのは，本当に
研究がお好きだったからであろうと思う．私は先生から西南学
院大学の非常勤講師を務めるよう求められたことがある．大学
の研究室に伺うと，隣に立派な薄片作成室があった．一人で実
験室を維持するのは大変なことである．まして教授の身で自ら
岩石薄片を作成されるなんて，と大変驚いた．
　先生は明朗闊達な性格で，とても親しみやすい方であった．
ある時，先生は宮崎一博君（当時九州大学大学院生，現在産総
研）の野母変成岩の変成分帯の仕事に興味を持たれ，現地を案
内してほしいと言われた．緑泥石帯，ざくろ石帯，黒雲母帯の
それぞれの岩石試料を採取したいとのことであった．宮崎君と
二人，先生の運転されるクラウンに乗って，野母半島を一周し
た．ところが宮崎君の案内で黒雲母帯であるはずの海岸に行っ
てみても，岩石中に黒雲母は見当たらない．「おかしいな，黒
雲母は見えませんね．でも薄片作れば入っていると思います．」
と言ってその場を収めた．どこかのんびりしたところがある宮
崎君は，後日私のところに来て，「地図を良く見たら，場所が
間違っていました」と告げ，私を顔面蒼白にさせた．
　これに関連して九州大学の小山内康人氏は次のような巡検の
思い出を語ってくれた．
　肥後変成岩の荒れた林道奥地で合流したのですが，唐木田先
生は「クラウン」で来られました．その際，「こんな高級車で
よくぞ荒れた林道を走られますね」とお尋ねしたところ，「自
動車は安全性の高い高級車に限る．ボクはクラウンしか乗らな
いんだよ」とのことでした．当時，私はレガシィ 4WDに乗っ
ていたと思いますが，地質屋としてとても驚いた次第．
　別の機会に，間の谷変成岩でローソン石露頭を案内いただこ
うとして現地まで行ったのですが，目的の場所が見出せません
でした．その際唐木田先生曰く，「露頭は無くなるものです．
無くなるから良いのです」というような感じでした．ある意味，
地質屋にとって至言ですね．
　この話を聞いて，あの時「黒雲母帯の露頭はなくなったみた
いですね」と言えば良かったと思ったところです．天国の唐木
田先生，平にお許しください．すべて宮崎君の責任です．
　熊本大学に移ってから，平尾台の研究を浦田健作君（のちに
日本洞窟学会会長）の助力を得て始めたが，最初の学生である
福山繭子さん（現秋田大学准教授）の学会発表をお聞きになっ
て興味を持たれたらしく，修士論文のコピーを送ってほしいと
要請された．早速お送りすると，「大変レベルの高い仕事で感
心しました」とお褒めの言葉を頂いたのは，嬉しい思い出であ
る．
　ある時，不躾にお尋ねしたことがある．「西南学院大学でお
一人で研究しておられて，お寂しくないですか？」と．「そり
ゃ寂しいですよ」と即座にお答えになられたのが心に残ってい
る．心からご冥福をお祈りする．

（西山忠男）

追　悼
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（注）ご提供いただいた個人情報は、日本地質学会プライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います．

＊受付（　 　年　 　月　 　日） ＊入金（　 　年　 　月　 　日）　振替 ・ 現金 ・ 銀行 ・ 他

＊承認（　 　年　 　月　 　日） ＊送本（　 　巻　 　号）

　　ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店／当座 0028067 ／一般社団法人日本地質学会 ｼﾔ)ﾆﾎﾝﾁｼﾂｶﾞﾂｶｲ

※２：学部学生割引，院生割引を希望される方は，下記の割引申請欄に指導教員の署名，捺印をもらってください．

会員名簿の掲載項目：2年に1度，会員名簿を発行しています．氏名・所属先は掲載必須項目です．下記の項目について掲掲載載をを拒拒否否すするる項項目目ににはは
□□ ににチチェェッッククをを付付けけててくくだだささいい（（チチェェッッククがが無無いい項項目目はは掲掲載載承承諾諾いいたただだいいたたももののととししまますす））．

□ 最終学歴　　□ 所属先学科名・部課名（掲載不可の場合は「○○大学○○学部」，「㈱△△△△社」までを必須項目として掲載）

□ 所属先住所　　□所属先電話・FAX番号　　□自宅住所　　□自宅電話・FAX番号　　□e-mail Address

ローマ字表記　family name

　入会ご希望の方は下記の入会申込書を一般社団法人日本地質学会事務局へお送りください．

　申込書送付先：101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　一般社団法人日本地質学会

　送金先：郵便振替口座　00140-8-28067　一般社団法人日本地質学会

　会費（※１）年額：正会員 12,000円　（学部学生割引＊5,000円，院生割引＊8,000円【定収のない方に限る】　※２）
※１：学会費には地質学雑誌の購読料が含まれています．

＊会員番号

太太枠枠内内ののみみににごご記記入入くくだだささいい（（＊＊OOffffiicciiaall  uussee  oonnllyy））

一一般般社社団団法法人人日日本本地地質質学学会会入入会会申申込込書書　　　　 Application form for the Geological Society of Japan

氏名（ふりがな）　Name　in　Japanese

＊会員種別　 □ 正会員　（□ 学部学生割引　・　□ 院生割引）

※e-mail Addressは地質学会からのメルマガ配信用，その他連絡用に登録します．携帯電話各社のe-mail Addressを記入の場合は登録いたしません．ご注意ください．
※所属先（代表）の問い合わせ専用　e-mail Address　は記入しないでください．

      年Year        月Mo        日Day  生born on Sex： □ 男 Male　　□ 女 Female　　Country：

学校 High school 年卒業 Year completed
学歴 Academic career：

電話 Phone： ファックス Fax：

所属機関名称・所属機関住所 Affiliation with address： (郵便番号 Zip code - ）
※ 郵便物がきちんと届けられるよう，ご記入ください．

e-mail Address：

学学部部学学生生割割引引・・院院生生割割引引申申請請欄欄：：運運営営規規則則にに基基づづきき，，学学会会費費のの割割引引申申請請ををいいたたししまますす．．

上記本学の学生につき，　　□□　　学学部部学学生生   ・・   □□　　定定収収ののなないい院院生生（（研研究究生生））　〔いずれかにチェックをつけてください〕

 であることを証明いたします．

first name

　１．地域地質　　２．層序　　３．堆積地質　　４．現行地質過程　　５．海洋地質　　６．構造地質　　７．岩石　　８．火山　　９．応用地質

　10．環境地質　　11．情報地質　  12．古生物　　13．第四紀地質　　14．環境変動史　15．鉱物資源

連絡先 Correspondence：　　□　自宅　Home □ 所属機関　Office

紹介者名（正・院生会員）　 　印

　　指指導導教教員員　　所所属属：：　　 　　氏氏名名：：　　 　　印印

　　＠

電話 Phone： ファックス Fax：

興興味味専専門門分分野野：：あなたの興味専門分野を教えてください．３つまで選択することができます． （該当する項目に○印を付けて下さい）

　１．層位　　２．堆積・堆積岩　　３．古生物　　４．構造地質　　５．火山・火山岩　　６．深成岩　　７．変成岩　　８．鉱床地質（金属・非金属）

　９．鉱床　　10．鉱物　　11．燃料地質　　12．地熱　　13．第四紀　　14．環境地質　　15．都市地質　　16．土木地質　　17．土質工学

　18．水文地質　　19．探査地質　　20．土木工学　　21．情報地質　　22．地震地質　　23．海洋地質　　24．地球物理　　25．地球化学

　26．地質年代学　　27．地理　　28．地学教育　　29．考古学　　30．その他　　40．地球惑星

入入　　会会　　のの　　ごご　　案案　　内内

　入会には正会員1名の紹介が必要です．近くに紹介者となるべき会員がいない場合はその旨お申し出ください．また，初年度の会費は

申込書郵送時から時間の間隔をおかずに下記送金先へ速やかにご送金ください．会員としての正式登録は，入会承認後，初年度会費

の入金を確認した上で行い，雑誌の送付（4月号から）を開始いたします．

大学 University  学部 Faculty 年　 月 卒業（見込み）Year completed

修士 Master： 大学Univ. 研究科Fac. 年　    月 修了（見込み）Year completed

博士 Doctor： 大学Univ. 研究科Fac.       年　　　     月 修了（見込み）Year completed

自宅住所 Home address： (郵便番号 Zip code - ）

Recommended by (name of member)  Signature

専専門門部部会会：：現在，下記の15の専門部会があり活動しています．専門部会に参加ご希望の方は登録をお願いします．所属希望の部会を３つまで選択する
　ことができます．（該当する項目に○印を付けて下さい）
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理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （東京都立大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会
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